
 

平成２１年度当初予算 施策別概要 
 
 
                   22601 水産資源の持続的利用と安全・安心の確保 

（農水商工部） 

  （主担当部：農水商工部）     22602 水産経営基盤の確保・充実  （農水商工部） 

                   22603 水産生産基盤の整備     （農水商工部） 

 

＜施策の目的＞ 

（対象）県民が 

（意図）安全で安心な水産物の提供を安定的に受けている 

 

＜施策の数値目標＞ 

 ※ 海面漁業と内水面漁業の総生産量の全国シェア。平成 22年度の目標値は、平成 23 年春に把握
できる最新のデータである平成 21 年度の実績値により測ることとします。 

 

＜進捗状況（現状と課題）＞ 
・安全で安心な水産物の安定的な提供に向けて、資源管理型漁業や栽培漁業などに取り組むことによ

り資源の維持増大をはかるとともに、地域特性に応じた持続的養殖を推進するなど、漁業者の経営

の安定化・合理化を進めています。 
・漁業協同組合の自立支援や財務改善、広域合併に向けた取組などを促進しています。 
・水産業を取り巻く状況は、燃油や養殖用飼料の価格高騰による生産コストの増大、漁獲量の減少や

魚価の低迷、就業者の高齢化等に加え、「食の安全」確保への対応など、厳しい状況が続いていま

す。 
・省エネ型漁業への転換を促進し、資源の持続的な利用をはかるとともに、水産物の自主衛生管理の

促進が必要です。 
・各海域の特性に応じた漁業を持続的に担うことができる効率的かつ安定的な経営体を確保するため

には、意欲ある漁業者グループを育成することが必要です。加えて、それらを主体的に支援する組

織となる漁業協同組合の広域合併の促進が急務となっています。 
・水産物の持続的な生産を支える水産基盤整備及び漁場環境の保全創造をはかる必要があります。 
 

施策目標項目（主指標）  H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度 H22 年度 

目標値 － 
3.4% 

(H18) 

3.4% 

(H19) 

3.4% 

(H20) 

3.4% 

(H21) 漁業総生産量の全国に占める割

合 
実績値

3.4% 

(H17) 

3.8% 

(H18) 
   

県の取組目標項目（副指標）  H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度 H22 年度 

目標値 － 
150,000t

(H18) 

150,000t 

(H19) 

150,000t 

(H20) 

150,000t

(H21) 沿岸沖合漁業および海面養殖業

の生産量 
実績値

142,545t

(H17) 

175,387t

(H18) 
   

２２６ 安全で安心な水産物の 
安定的な提供 



 

＜平成２１年度の取組方向＞ 
① 安全で安心な水産物を提供するため、自主衛生管理の促進、生産履歴の記帳指導の充実や環境に

配慮した養殖業の推進などに取り組みます。 
② 水産物を安定的に提供するため、漁獲量の管理等による漁業者の自主的な資源管理への支援や漁

業許可、漁業権免許制度などの的確な運用により水面の秩序ある総合的高度利用を推進するととも

に、関係機関との連携を密にしながら、資源の悪化が懸念され消費者ニーズの高い魚介類の種苗を

生産・放流し、積極的な漁業資源の維持増大に取り組みます。 
③ 高騰した燃油価格の下でも操業できる新たな操業体制の構築など省エネ型漁業への転換を促進

し、水産物の安定供給をはかります。 

④ 持続的に漁業を担うことができる担い手を確保・育成するとともに、漁業協同組合が地域の水産

業の振興に十分な役割を果たせるよう、漁業協同組合の財務改善や広域合併の取組を支援します。 

⑤ 荒天時にも安心して使用できる漁港の整備や、県民の生命と財産を守るための海岸保全施設の整

備を進めるとともに、水産資源の生育環境を保全・創造するための魚礁の整備、漁場環境の保全事

業を推進します。 

  

＜主な事業＞ 
①（重）東紀州地域の水産業活性化対策事業 

【基本事業名：22601 水産資源の持続的利用と安全・安心の確保】 

  予算額：（20）７，５６８千円 → (21) ６，３３２千円 

  事業概要：地域特性を生かした持続的養殖の推進や経営安定に向けて、ヒロメ（海藻）の複合養

殖の技術開発に取り組むとともに、マハタの特産品化や、マダイ養殖の「生産情報公

表ＪＡＳ」の認証取得に向けたモデル的な取組を支援します。 

 

②（新）外湾地区省燃油型漁業推進対策事業 

【基本事業名：22601 水産資源の持続的利用と安全・安心の確保】 

  予算額：(20)  －  千円 → (21) １９，３４０千円 

  事業概要：広域的な漁協合併に取り組んでいる外湾地区（鳥羽市以南）において、沿岸漁業の対

象魚種となるカサゴなど定着性魚介類の資源増大や、当該地区の基幹漁業である養殖

業の活性化をはかるなど、燃油使用を低減できる漁業形態への転換を促進します。  

 

③（新）強い漁家経営支援事業【基本事業名：22602 水産経営基盤の確保・充実】 

  予算額：(20)  －  千円 → (21) １３，０００千円 

  事業概要：意欲ある漁業担い手グループ等が取り組む「魚価向上のための流通改革」や「省エネ

技術の導入による操業体制の再構築」等に対して支援を行うことにより、将来にわた

って持続可能な漁業経営体を創出します。 

 

④（舞）閉鎖性海域再生のための漁場環境保全創造事業【基本事業名：22603 水産生産基盤の整備】 

  予算額：(20) ７３２，３４８千円 → (21) ６６６，０８６千円   

事業概要：閉鎖性海域（伊勢湾、英虞湾）において悪化する生産力・水質浄化能力の回復や富栄

養化した底質の改善をはかるため干潟・藻場の造成や底泥の浚渫を行います。 

 



 

⑤（重）県営養殖基地機能向上事業【基本事業名：22603 水産生産基盤の整備】 

  予算額：(20) ２５０，０００千円 → (21) ２５０，０００千円   

事業概要：東紀州地域の主要な養殖基地において、働きやすい養殖基地づくりを進め、漁業収入 

の安定や就業者の定着をはかるため、漁港施設（物揚場）の整備を行い、機能の増進

と安全性の確保をはかります。 


